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22-02
施設管理瑕疵等の発掘制
度の段階的導入について

　早期に施設等の瑕疵を発見することによって市民のケガや施設の管理瑕疵による紛争等を防止することができる
ため、DXの取組として既存のシステムを活用し、担当課の職員だけでなく、①担当課以外の職員からの報告、②
市民からの通報を段階的に実施する。

アイデア賞

22-03
どうせ公園をつくるので
あればインクルーシブ公
園を作ってみよう！

　障害の有無にかかわらず、あらゆる子どもが利用できる公園として「インクルーシブ公園」を整備することによ
り、市民の幸せに資するとともに共生社会実現を目指す成田市のイメージアップを図る。
　また、公園の整備に当たっては、土地区画整理組合への助成やクラウドファンディングなどの活用を検討する。

アイデア賞

22-09
「精神・発達障害者しご
とサポーター養成講座」
の受講

　誰もが働きやすい職場づくりのため、厚生労働省が行っている「精神・発達障害者しごとサポーター養成講座」
を受講することで、精神・発達障害や障害の有無に関わらず職員全員が持つ個性（働きづらさ）についての理解を
深めるとともに、職場内で実践できる合理的配慮を考える契機とする。

アイデア賞

22-10
来庁者専用　庁舎内託児
室の設置

　市役所には小さな子どもを連れて来庁される方も多くおり、移動を伴う複数の課での手続きや相談窓口の利用は
保護者にも子どもにも負担が大きいため、市民の方に安心して市役所を利用していただけるよう、来庁者専用の
「庁舎内託児室」の設置を提案する。

アイデア賞

22-13
市政に関する周知・PR状
況の「みえる化」につい
て

　市では様々な施策を展開しているが、これらの施策が必ずしも市民に浸透している状況になく、市民の不満に繋
がっているように見受けられる。
　このような状況を解決するため、庁内における各種事業等の広報・PR状況や広報媒体、その効果などを取りま
とめて「みえる化」し、全庁的に共有することにより、時代に即した効率的・効果的な広報・PRの実現と、ひい
ては市民満足度の向上を目指す。

アイデア賞

22-15
スキルオープン制度の創
設について

　イントラの職員名簿の項目に「スキル」欄を追加し、資格や検定に限らず知識や経験なども含め公開すること
で、業務を遂行する職員は有用なアドバイスがもらえ、スキル提供者は自身のスキルのブラッシュアップを図るこ
とができる。また、この制度をきっかけに職員同士のコミュニケーションが活発になり、業務の円滑化も期待され
る。なお、スキル提供者のメリットとして、「いいね」ボタンを設置し、感謝を伝えられるようにする。

アイデア賞

22-17
敷地内喫煙所の利用ルー
ルの作成について

　昼休憩時などは本庁舎に１か所しかない喫煙所が密集状態となり、喫煙所の周囲での喫煙に対し苦情が出ている
ことから、新たな喫煙所の設置や運用ルールを作成することで、喫煙所内の密集の解消や苦情の解決を図る。

アイデア賞

22-課01
「親子でつくろうマイ
ナンバー」イベント

　幼児や小中学生などは、大人に比べマイナンバーカードのメリットを感じにくく、取得率も低くなって
いることから、大型商業施設や公共施設で子どもとその保護者を対象とした出張受付イベントを行い、普
及率アップを図る。また、子どものカード取得を誘引するため、ノベルティの配布のほか、クイズや展示
などを実施する。

アイデア賞
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22-課02

コンビニ交付マイナ割
（マイナンバーカード
普及促進等のための成
田市手数料条例の一部
改正）について

　マイナンバーカード取得者のみ利用することができる、証明書等のコンビニ交付の発行手数料を減額す
ることで、マイナンバーカードの普及促進につなげる。また、コンビニ交付の割合が増加することで、窓
口の混雑緩和につなげ、市民サービスの向上を図る。

アイデア賞

22-課07
マイナンバーカード・
マイナポイント申請サ
ポート大作戦

　マイナンバーカード及びマイナポイントの申請をサポートするため、市役所１階ロビー等に専用ブース
を設置するとともに、全課窓口において、来庁者に申請を促すための声掛けとチラシの配布を漏れなく行
う。
　また、申請ブースの人員配置については、市民課・企画政策課の職員だけでなく、全庁的な応援体制を
整えて対応する。

アイデア賞


